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日・EUフレンドシップウイーク

at同志社大学2003

■日・EUフレンドシップウイーク

at同志社大学2003

■同志社大学EU資料センターについて

5月3]日(士)に、日・ EUフレンドシップウイークとし

て、公開講演会、シンポジウムを開催します本年度のテー

マは「欧艸1憲法とEUの将来」です。本年は、総合情報セン

ターと駐日欧州委員会代表部、同志社大学ワールドワイドビ

ジネス研究センター(RCVVOB)が主催します。

公開講演会では、駐日欧州委員会代表部大使を講師にお招

きします。昨年度は「欧艸様充合の歩み一過去・現在・未来」

として、駐田欧艸1委員会代表部公使による講演があゆ、一般

市民を交えての熱心な質疑応答もありました。本年はEU拡

大に注目される年でもありますので、このあたりの興昧深い

お話が期待できそうです。

講演会のあとにはシンポジウムを開催します。これは

RCVVOBのEUに関する研究プロジエクト{こよる公開セミ

ナーです。東京大学社会科字研究所の中村民雄助教授をゲ

ストスピーカーに、次に他の研究メンバー3名によるショー

トレクチャーがあります。

当日はどなたでもそ参加いただけます

■欧文データベース0CLC Firstsearch

いよいよ始動!!

■生江文庫目録か完成しました

■電子化資料を活用しよう!

■総合情報センター主催の講習会について

■お知らせ&マナーを守って利用しましょう

euJ
.

期日:5月31日(土)

場:同志社大学神学館礼拝堂
^

Z丈

テーマ:「欧州法とEUの将来」

公開講演会 13:00-14BO

駐日欧州委員会代表部大使

ベルンハルド・ツエプター氏健訳付)

シンポジウム]5:00・]フ:30

基調講演'中村民雄賑大学助教授

セミナー

◆司会:安江則子位命館大学教授

◆挨拶:梅津 同志社大学教授

福田耕治悍稲田大学教欄歐州委会

児玉昌巳(久留米六学教授)歐州畷

江義勝(同志社大学助教授)同盟理事会

@

このほか、 5月26日月~3]日(土)は、 EU資料センター

にて、資料の展示も行います EUに関するさまざまなパンフ

レットなども配布いたしますので、ぜひお立ち寄りください

日
・
E
U
フ
レ
ン
ド
シ
ツ
プ
ウ
イ
ー
ク



同志社大学EU資料センターについて
h廿P://WWW.doshisha.ac.jp/gakujo/1ibrary/eu/index.html

同志社大学EU資料センターをで存知ですか?

今出川図書館玄関ホール東側、受付カウンター脇の階段を

下ゆると、その閲覧室があります。

この閲覧室は、同志社大字学生・教職員に限らず、誰でも

自由に利用することができます。

風

轟

豊

EUは、ベルギー、デンマーク、ドイツ、ギリシャ、スペ

イン、フランス、アイルランド、イタリア、ルクセンブルグ、

オランダ、オーストリア、ボルトガル、フィンランド、スウ

エーデン、イギリスの]5力国からなる連合体です。第二次

世界大戦後、ヨーロッパの悲惨な戦争の歴史に終止符を打つ

べく誕生した6力国からなる欧州石炭鉄鋼共同体

(European coal and steel community=ECSC)をその

起源とし、経済や原子力分野での共同体の設立と、その3共同

体を統合した欧艸1諸共同体(Europe印 Communities - EC)

の形成を経て、1993年に発足しました。

同志社大学EU資料センターは、欧州連合(European

Union=E山の行政機関である欧艸1委員会(Europe

Commission)によって世界中の大学に設置されたEDC

(Europeen Documentation centre)のーつです京都

には一館で、関西における数少ないEU研究の拠点です。

EDCは現在、世界各地に600近く存在しますが、うち日本

には19のEDCがあり、そのいずれもがヨーロッパ統合に関

する研究、調査の促進のために、広く一般の方にも情報を提

供することを目的としています。

本センターでは、主にルクセンブルグの出版局より送付さ
叫

れる英文のEU公式資料や出版物を始め、" BU11etin

quotidien Europe"といった関連資料も合わせて提供してい

ます。また、 EUの公式サイト"ヨーロッパサーバー"やEU

の各種公式記録にアクセスできる"EUR-Lex"、 EU法総合デー

タベース"celex"等も検索していただくことができます

',・.社大,.E a萪セク 詳しい使い方・利用時間等は、受付

カウンターで配布している同志社

大学EU資料センターをこ覧くだ

さし、。

'

EU加盟国

力予定・候補国

EUは、ヨーロッパの永久平和という理想の実現に向けて、

粘り強く数々の困難を克服し、拡大を続けており、 2004

年にはチエコ、エストニア、キプロス、ラトヴィア、りトア

ニア、ハンガリー、マルタ、ポーランド、スロヴエニア、ス

ロヴァキアの]0力国を加え、 25力国となります。

ユーラシア大陸の両端に位置する日本とEUですが、 EUに

ついて知ることは、私たちに国を超えた存在の重要性とその

影響力を示し、世界の平和と安定に何が必要かを考える糸口

を与えてくれます。興昧のある方は、ぜひ一度足を運んでみ

てください。

⑥Audiovisual ubrary European commission
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欧文データペース0CLC Firstsearch
いよいよ始動"
h廿P://WWW.doshisha.ac.'P/gakujo/1ibrary/database/i dex.htm

2003年4月1日より、世界最大規模の図書館サービス提

供機関であるOCLCが提供するオンライン文献検索システ

ム 0CLC Firslsearch が、本学ホームページ「データ

ベース検索」画面より利用できるようになりました。

OCLC Firstsearch とは?

OCLC Firstsearch には、主題分野や情報の種類別に

約55の欧文データベースが収録されておゆ、文献情報をは

じめとするさまざまな情報を得ることができます。利用でき

るデータベースと収録内容の主な例をいくつか紹介します。

■ Ivorldcat

世界最大の書誌データベース。北米を中心とする

OCLCメンバー館の所蔵する図書、 vvebりソースその

他世界中の資料の書誌・所蔵情報を収録

闘 ArticleFirst

OCLC製作による、ジャーナルの目次情報およぴ記事

情報

■ BookS1π,riπt

入手可能な図書、絶版書、新刊図書情報、オーディオ、

ビデオなどのカタログ

■ GP0 イG四O U0πthly catα10宮)
1976年以降の米国政府刊行物の書誌データを収録

D U
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詳細検索

.

^

なお、収録情報は欧文ですが、検索画面やデータベース内

容の参照などは田本語で表示されます。ただし、日本語表示

機能はlntemet Explore「のみ対応です。ブラウザ起動時に

はlntemet Explorerを選択して下さい。

NJt

検索を実行すると、タイトルや著者名といった書誌事項の

他、所蔵館一覧が表示されますので、 OCLC加盟機関の資料

所蔵状況が簡単に確認できます

^

U'^'ot

検索と資料の入手について

ここではWO「1dcatデータベースを例に検索画面について

説明します。vvorldcatデータベースでは世界中の資料の書

誌・所蔵情報を検索することができますが、検索項目として

「資料のタイトル」や「著者名」「主題」「出版年」といった

一般的な項目に加えて、資料形態(図書、逐刊、電子資料、

インターネットリソースなど)や内容種別(学位論文・博士

論文など)まで詳細に指定することができます。多様化する

資料状況に対応した機能といえるでしょう。
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利用したい資料があれぱ、次に同志社大学の所蔵を確認し

て下さい。左フレーム下方のりンクから、 DOORS (同志社

大学OPAC)ヘジャンプできます。同様に、 NACSIS・

Webcat(N11の総合目録データベース)、国立国会図書館

OPACへのりンクも設けていますので、 DOORS でヒット

しなかった場合はこちらから国内他館の所蔵状況を確認する

ことができます。

希望の資料が同志社大学に所蔵されていない場合には、相

互利用サービスにより複写の取り寄せや現物借用を所蔵館へ

依頼することができますので、レファレンスカウンターへこ

相談下さい
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なまえ

生江文庫目録が完成しました
所蔵
暑^
言月一

・踊書館参考室

■28.369 ■947フ

1.生江文庫の牲格と由来

今出111図書館には生江文庫と呼ぱれるコレクションがあゆ

ます。これは戦前の社会事業文献を中心とする「知る人ぞ知

る」コレクションです。この文庫は"日本の社会事業の父"
恋まえたかゆき

と呼ぱれ、日本女子大学教授でもあった生江孝之氏から同志

社大学に蔵書約2,700冊(図書2,424タイトル、逐次刊行

物268タイトル)を寄贈されたものです。

これら資料の特徴としては、社会事業関係の資料を中心に、

キリスト教、政治経済、統計、婦人問題、禁酒禁煙、農村問

題、貧困問題など多方面にわたりますが、なかでも特筆すべ

きは、教会や、内務省の調査資料、統計文献の小冊子が多数

ある点です。これらは全国的にも本学しか所蔵の無いものも

あり、社会事業の先駆者であり、実践者であった生江孝之で

なけれぱ収集できなかったものといえます。また、資料には

入手年月日、地名の他、多数の書き込みが見られ、生江自身

の活動の足跡もうかがい知ることができます

四

2.生江孝之の生涯とその業績

慶応30867)年仙台に生まれ、キリスト教の伝道者を

志して上京し、青山学院の前身である東京英和学校に字ぴま

した。北海道で伝道にあたった後、再び上京して青山学院神

学部に入学、山室軍平らとの出会いもあって社会事業への関

心を強めます。

明治33 (]900)年に渡米、社会事業を学ぴ、さらにポ

ストン大学で社会学、神字を修めました。欧米の社会事業を

視察した後、内務省嘱託となり、日本における社会事業の成

立、進展に貢献しました。単に学問、理論にとどまらず、と

くに児童保護、麻薬中毒者の救護、監獄の改良などに尽力し

ました。「社会事業の父」と呼ぱれる所以です。

また、日本女子大学ほか多数の大学で教鞭を執り、多くの

社会事業家の育成にも力を注ぎました。前述の一番ケ瀬康子

氏は最後の教え子にあたります。

代表的な著書としては、社会事業綱要日本基督教社会

事業史等があゆます。

生江の書き込みのある資料

7he science ofpeno/0召'y 【今出川貴重室 326.4 B4】

同志社大学図書台帳には昭和20年4月から受入れの記載

がありますが、爾来50年を超える年月を経て、昨年には

データ入力の完了、そしてこのたぴ、生江文庫目録を発

行する運ぴとなったのです。本目録は同志社大学目録規則に

基づく分類順で配列し、巻末には書名と著者名の索弓を付け

ました。一番ケ瀬康子氏(長崎純心大学教授・日本女子大学

名誉教授)、室田保夫氏(関西学院大学孝餅劃による解説の

ほか、生江孝之年譜を収録しています。

生江孝之と同志社

ではどのような縁でその貴重な蔵書が同志社に寄贈された

のでしょうか。生江は日本女子大字教授であったわけですか

ら、本来ならぱ田本女子大学図書館に寄贈があっても不思議

ではありません。

この背景には、社会事業界・社会福祉界における同志社の

深い水脈が横たわっている事実があります。

明治20年代、北海道の集治監では、重罪人を教化するた
きょうかいし

めにキリスト者が教詣師として採用されていました。最初に
はらたねあき

採用された原胤昭が、多くの囚人の教化に成果を上げると、

キリスト教の教諭師の採用が本格的に始まりました。次に

留岡幸助 a864-]934 同志社英学校別科神学課卒業。

家庭学校創立。)が招肥され、その後留岡の尽力で、同志社

ーニ卓一L

明治時代旧刑法監獄則忙よる内務省直轄の刑務所

校
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で神学を学んだ人々が次々と招聰されました。大塚素、

水崎基一、牧野虎次 087]ー]964 同志社神学校卒業。

第1]代同志社総長。)のほかに有馬四郎助らを加え「北海

道バンド(樺戸グループ)」と称しました。明治27

0894)年、生江孝之は北海道の樺戸教会へ赴任し、この

グループと出会うのです。

また、青山学院神学部生だった明治29 (]896)年には、

救世軍の発会式で山室軍平G872-1940 同志社普通学校

入学。救世軍による廃娼運動を展開)と村松淺四郎に会い、そ

の事業創立の動機と苦心には深く感激したと述懐しています。

留岡は犯罪の根源を絶つための感化事業、山室は救世軍

(貧困廃絶)に力を尽くしました。こうした社会事業の先覚

者たちと志を同じくする生江孝之との友情が生涯にわたり育

まれていったのです。

このような背景があって、後に社会事業関係の資料を同志

社へ寄贈することとなったのではないかと推測されます。こ

の件については、室田氏が解説で詳細に述べています。

U
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後列左から山室軍平、留岡幸助、有馬四郎助 前列左から原胤昭、村松淺四郎、生江孝之

生江孝之とその友人たちの写真は、生江と同志社の関係を語

る上でも、是非使用したいと考えましたが、原版の所在すら

わかりませんでした。著作権台帳、インターネットなどで、

それぞれのこ遺族の連絡先を調べていく中で、多くの方々か

ら情報の提供がありました。原胤昭氏ので遺族が写真の原

版を所蔵されていることも判明し、使用のための貸出を快諾

していただきました。生江孝之の孫の生江明氏田本福祉

大学)には、年譜を作成するにあたって、戸籍に遡って調査

をしていただくと共に、生江夫妻の貴重な写真も提供してい

ただきました

このように、有形無形の多くの援助によって生江文庫目

録を完成することができたのです。

4.さまざまな助言と協力

本編はデータがありますが、解説については文学部の黒木

保博、岡本民夫、井岡勉各先生に仲介の労をとっていた

だき、一番ケ瀬康子氏、室田保夫氏にお願いすることがで

きました。

問題は、口絵写真でした。生江孝之君古稀記念にある

5,生江文庫の利用について

この生江文庫目録発行により生江文庫の全容を示すこ

とで、蔵書を託された同志社大学としての責任のーつを果た

すことができたと考えています。そして、この生江文庫が今

後の社会事業、社会福祉の研究に少しでも役立つことを願っ

ています。

生江文庫は今出川図書館の貴重室で保管されています。利

用を希望する場合は、今出川図書館のメインカウンターで所

定の手続きを取ってください。

生江文庫目録は事業課にて販売しています

日



電子化資料を活用しよう!
h廿P://WWW.doshisha.ac.jp/gak山0/1ibrary/digitavindex.html

同志社大学学術資料電子化公開システム

http://duels.d05h旧ha.ec.JP:88/

電子化された学術資料絲己要類等)を検索、 PDF形式で

閲覧することができます(利用に当たっては、 Adobe社の

Acrobat Reade「が必要です)。登録資料の一覧は以下のと

おりです(ABC1頂・ 2003年4月]田現在)。

同志社アメリカ研究

(同志社大学アメリカ研究所)

基督教研究

(基督教研究会)

同志社大学英語英文学研究

(同志社大学人文学会)

評論・社会科学

(同志社大学人文学会)

人文学

(同志社大学人文学会)

経済学論叢

(同志社大学経済学会)

言語文化

(同志社大学言語文化学会)

^

38号~

(2002)

1巻]号~
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翠軒先生雜録

[翠軒]先生雜三
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往生要集外
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巡見日記

立志社始末記要
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山本覚馬建白

信行寺大悲尊像縁起

小室・沢辺

紀念文庫
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新安手簡
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寶暦十三年日記

丁叛日記
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呂宋覚書
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植木文庫

畢件擢宅ι厚■」で推癖゛,,

艶■ t尋号月

http://duels.doshisha.ac.jp:88/denshika/

da idx.html

貴重資料・デジタルアーカ

',J嬰卸●.●

本学が所蔵する史資料の中から選定した自筆稿本や自筆

写本を中心に同志社に縁の深い山本覚馬に関連した文書や

書簡、江戸時代の後期に記された漂流記などの日本史関係

史料を公開しています。現在公開している資料は以下のと

おりです(2003年4月]田現在)

デジタル・アーカイブ

今後、二葉亭四迷・尾崎行雄・中江兆民などが徳富蘇峰

に宛てた書簡や、外国人による日本研究資料としてケンペ

ルのAmoenitatum Exoticarum(廻国奇観)・ The

History of JaP臼n(日本誌、英語版・オランダ語版)

1ΠUstrations of Jepen(日本風俗図誌)などを公開する予

定です。

同志社大学に関連の深い資料、貴重資料等についての記

事は総合情報センターHPもあわせて御覧ください。

所蔵資料紹介

http:ノノ、NVVVV.dosh旧ha.ac jPノ目ヨkujo/center/
Shokai.html
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総合情報センター主催の講習会について
h廿P://WWW.doshisha.ac.jp/gak jo/koushu/ ndex.htm
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入学してから初めてパソコンを利用したいと思っている方

など、初心者を対象とした講習会を実施します。実際に教室

で講習を行う「講義形式」とインターネットを用いて行う

「vvBT」を開設していますので、内容を確認のうえ申し込み

を行ってください。

http:ノノWWW.d05hi5ha.ec.jp/zai目ヨku/jU目yo/
kisokoZ日ノindex.html

今出川図書館には閉架書庫があり、約40万冊の図書と

フ,000タイトルの雑誌・新聞のバックナンバーを配架して

います。閉架資料の利用は、通常メインカウンターに請求票

で申し込み係員が出納しますが、入庫説明会を受講して入庫

証を取得すると、利用者自身が書庫に入って資料の利用がで

きます。書庫内には、閲覧机(50席)、 DOORS検索用パソ

@

【対象】本学学生

【対象】本学学生

●ユニット1

●ユニット2

●ユニット3

●ユニット4

●ユニット5

峡施時期】 4月より開催中秋学期も実施

講義形式

パソコンの基礎、インターネット、電子メ

ワープロソフト

表計算ソフト

プレゼンテーションソフト

ソフトの統合活用

D Ui
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データベース講習会

データベースを使えぱ国内外の新聞記事、学術記事や文

献、学術雑誌、一般誌、判例、法令等あらゆる分野の情報

を手軽にすぱやく検索入手できます。レポート、論文作

成等に大きな味方となるでしょう。データベース提供会社

の講師による利用講習会を企画しています。両校地で実施

しますので、ふるってで参加ください。

本字ネットワーク利用旧の交付を受けた方

【申込】両校地図書館カウンター

本学学生侠施時矧5月下旬~7月上旬

校地図書館カウンター

同志社大学蔵書検索システム「DOORS」を使うと本学

およぴ同志社女子大学の所蔵資料を簡単に検索することが

できます。探している資料が学内のどこにあるかが瞬時に

わかります。また、オンライン版DOORSでは、貸出中な

ど、資料の現在の状態もわかり、非常に便利です。講習会

では基本的な操作方法について実習をまじえながら係員が

わかりやすく説明します。

これから学生生活を始めるにあたってぜひとも知ってお

きたいもののひとつです。多数の参加をお待ちしています。

コンや複写機を各階に設置しています。月曜日から日曜日

の開館時から閉館]時間前まで、閉架図書請求の休止時間帯

でも入庫できます。

吾学期には20回開催します。授業の合間など、都合のよ

い時問帯を選んで講習会に参加し、ぜひ入庫証を獲得して

ください。

DO0 '"S ,'・'.習会

■ Netscapeやlntemet Explore「などのブラウザを用

いて学習します。

■繰り返し学習したい、自分のぺースで学習したい、

忙しくて講義形式の講習には参加できないなどの方

にはお薦めです。

■上記ユニット2~4について開設します。

申込方法・場所、開催田時については、両校地情報シ

ステ△室で配布している2003年度情報基礎講座パンフ

レットを参照してください。

大学ホームページ「在学生の方に」からもこ参照いた

だけます

'力今出Ⅱ図書館t入良説明会二む点丁エニ
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VVBT (vveb Based Tralnin号)

本学学生侠施時剃 5月~7月

両校地図書館カウンター

峡施時期 4~7月秋学期も実施
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冒情報メディア施設(京田辺)

京田辺校地におけるマルチメディア環境の中心となる情報メディア施設が、本年10月のオープンをめざし、

現在建設が進んでいます。本施設は、大学のほか同志社諸学校も利用する口ーム記念館と大学の情報メディ

ア館からなり、情報・マルチメディア機器を活用した実践的な教育の場となることが期待されています。

ローム記念館には、スタジオでのビデオ撮影や、最新のパソコン(windows/Macintosh)を使って動画

編集などが自由にできるマルチメディアラウンジ、オープンステージ(劇場空間)やプロジエクトルームな

どが設置され、マルチメディア機器の操作技術の習得や、研究開発、高度な情報発信を行うための中心施設

となります。(利用できる機器の詳細や利用方法については、決定次第お知らせします。)

情報メディア館は、大学の正課授業に利用する情報処理実習教室や演習室などが設置されるほか、今出川

校地や他大学とを結んだ遠隔講義が可能な遠隔講義室も整備されます。

いずれの施設も、最新の機器を取り揃え、学生のみなさん1こ大いに活用いただけるものとなります。で期

待ください。

お 知

■2003年10月より情報環境が変わります

2003年10月より利用できるパソコンやOS (windovvsNT→Wlndovvsxp)、記憶装置(ZP→MO)等

が変更になります。特に京田辺校地では、バソコンを利用できる場所や開室時問等も変更になります。

また、メールなどのネットワークサービスについても、 8月に更新を予定しており、 8月中旬にはメール

サービス等が一時的に停止する予定です。

詳細が決定次第、学術情報ネットワークに関する速報(Dnews)(http.//VVWW.doshish88C.jp/network/

dnews/index.htmD や掲示板等でお知らせしますので、必ず確認してください。

ら せ

■総合情報センターの利用について

●センターから利用者のみなさんへの広報・連格は掲示およぴホームページで行います。

●学生証・総合情報センター利用力ードの不正使用、資料の又貸しや無断持ち出しは禁止します。

●センター内での飲食は厳禁です。また指定の場所以外では禁煙です。

●センター内では談笑や他の利用者の迷惑になるような行為は慎しみ、静かな環境を保ってください。

●携帯電話・PHSの使用は禁止します。通話はもちろんのこと、着信音など周囲の利用者の迷惑になります

●センター内の設備、機器、資料は大切に取り扱ってください。

●センターが所蔵する資料・情報は、利用者が著作権法の定める事項を遵守することを条件に利用に供

するものです。(著作権{こついて→http:ノノVvwvv bunk8.呂0.jp)

マナーを守って利用しましょう

■バソコンの利用について

●ゲームや個人的趣昧、商業活動等を目的とした利用は禁止します。

●個人で持ち込んだソフトウエアのインストールやパソコンの設定変更は絶対にしないでください。

●席をはずすときには、面倒でもシャットダウンしてください。

●ユーザ旧・パスワードは各自で責任を持って自己管理してください。
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